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兵庫県のクワガタムシ
(兵庫県甲虫相資料･105)

吉
向 橋寿郎

’兵庫県産のクワガタムシに就いては1度まとめて発

表したことがある(1965)がその後この仲間の検討もお

こなわれ、県下産のものも学名の変るもの、新に分布

力確認出来た種並びに全般的に産出状況が割合詳しく

わかったりしたので現時点での県下産のこの類を再度

まとめてみた。

現在の日本産クワガタムシ科は4亜科、 14属、 35種

いることが知られていてその内本州産は4亜科、 11属、

17種である。兵庫県には3亜科、 10属、 14種（他に1

種分布の疑わしいものあり）が記録され、ほぼ本州産

の全部を産していることになる。

始めに大上宇一氏の播磨産甲虫類（1907）の中に

Ceruchus lingnariusLewis,1883ツヤハダクワガタの

記録があることに就いてふれておきたい。産地とか採

集データのないのが残念であるが同定については松村

博士の日本千虫図解によるとあるから同書第3巻,Pl.

45,f､4によってであると本種ではなくFigulusbinodulus

Waterhouseチビクワガタではないかと考えられる。

この種に就いては県下からこれ以外の記録がないので

県下に確実に分布しているかどうかわからない。本報

文では一応この種は省いてある。

兵庫県産クワガタムシ類の研究史
1875.E､v･Harold・VerzeichnissdervonHerrnT

Lenzin Japangesammelten

Coleopteren.

Abhandl.Nat，Ver・ Bremen,

Ⅳ：283-296．

兵庫県のクワガタムシの研究は商人として1874～1鋸0

年神戸に在留したLenz,Tuison氏が同地で主として甲

虫を採集して、それを基としてHarold氏が2篇の論文

を発表した中に出てくるこの論文が始めてのものであ

｜ る。ただ論文中に明確に各種の産地を記してないが在

'三毒鯛三鱒毒臓慰萱亨鯆畷
｜ この論文で8新種が記載されている。クワガタムシ

もl新種Psalidorenus innexusが記載されている。こ

の種はProsopocalius inclinatusノコギリクワガ夕の

-

ことである。 1つ前にRinclinatusを記録しているのに

この種の大臘の変化が大きいことからこの様に別種に

扱われたのであろう｡他にEurytrachelus platymelusl
Saund.=Serrgnathusplatymeluspilifer,ヒラタクワガ

タ,Dorcushopei,オオクワガタが記録されている。

1876,E､v・Harold・BerichiibereineSendung

ColeopterenausHiogo.

AbhandlNat・Ver・Bremen,

V:115-135.

前記論文の第2報である。今回ははっきりと表題に

Hiogoからの甲虫となっているから今の神戸地方産の

ものである。クワガタムシ科は僅かに1種クワガタム

シMacrodorusrectusが記録されているだけである。

(P.122)

1879,Heyden,L. DieColeopterologische

AusbeutederProf･DrRein.

inJapan.1874～1875.

Deut.Ent・Zeit.XXIII,

Heft.n:321-365.

Dr.Reinは明治8,9年の2年間東京ドイツ大使館

の顧問として日本に滞在。その間漆器や陶磁器、製紙

等に就いて調査する一方、前後6回にわたり日本の本

州、四国、九州を丹念に歩いて昆虫各目を採集した。

その内の甲虫類のみを研究まとめたものがこの論文で

ある。神戸ではその内2回採集をしていて甲虫類全体

の記録152種の内66種の多くを記録している｡時期的に

も大変よい時に出会ったのであろうと思われる。

クワガタムシは次の2種の記録があるのみである。

P､338.43,EurytrachelusplatymelusSaunders=Se-

rrognathusplatymelusVollenhoven,ヒラタクワガタ、

33＄、 2早早, vonHiogo.Die329-36mill.旱26-28

mill.

44,Macrodorcasrectus,コクワガタ,493,6早旱，

vonHiogo.

1902,大上宇一。播磨産甲虫類報告(2)．動物学雑
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ﾜガﾀではなかったように思われる｡それとﾂﾔハダ
クワガタの記録がある。この種は現在兵庫県下での確
実な記録はこの報文以外全く無い種である｡データも
解説もないのでよくわからない｡始めにのべたようIと
チビクワガタの恐れが多分にあるが何んとも云えない

兵庫県産クワガタムシの内での疑問種である。

1933．関公一，御影町附近産の甲虫目録（其の一『↓
昆虫界， 1 （3） ：251-253．

大上氏の播磨産甲虫目録以後久方振りに発表された

県下産甲虫目録であり、 しかも神戸市御影町と東神戸
を中心に摩耶山、六甲山をふくめた甲虫目録で（1934

年にわたり4報告にまとめられている)､詳しい産と力↓
採集データが無いのがものたりないが新しく記録さオリ
る種も多くあり、比較的同定し易いものが多いので

：定上の間違いは余りないように思われる （但し実際

採集標本に基く記録かどうか疑わしいものも若干ある|肥
クワガタムシ科はこの報文に5種記録されている。全｜
くヂｰﾀは無い｡ヒメクワガタは恐らくコクワガタの｜

諺鰯f思われる｡従って柵云う“
1934．関公一，大阪．神戸附近産の鍬形虫．昆虫｜
世界， 38(437） ：17-19．

阪神地方に産するクワガタムシ11種の記録をされて｜
いる｡神戸産と明記されているのはコクワガタ， スジ｜
クワガタ､チビクワガタの3種だけである (但し詳し’
いデータは無い)。

誌、 14(169） ：409-414.

大上宇一氏が揖保郡を中心とした播磨地域の甲虫相

を発表されたのは1901年のことであり、それ以後1907

年頃末までこのあたりの甲虫相の発表を続けられた。

この一連の報文が兵庫県下の邦人による甲虫に関する

始めてのものであり大変貴重である。但し当時の知見

ではほとんど文献が無かった時代で、その種の同定に

は非常に苦労されたであろうし、学名などもほとんど

記入されていなく和名も著者が名付けたものもあり、

またその判断に困るようなものもあったりしてこの報

文で現在の知見の種を決定することは困難である（勿

論標本も現存しないであろうし)｡従ってその意味では

この報文の利用価値は余りないのであるが何にせ始め

ての一連の報文だけに忘れることは出来ないものであ

る。

この報文でクワガタムシ科は296,ヒメクワガタ｡297,

アカアシクワガタ。298，クワガタムシ｡299, オホクワ

ガタ。 300,メンガタヒメクワガタ（番号は氏の1901年

からの一連の報文で記録された播磨産甲虫の通し番

号)｡学名の入っているのは300,メンガタヒメクワガタ

だけである。ヒメクワガタとクワガタムシは混同され

ていたようで真のヒメオオクワガ夕でなくクワガタム

シの小形のものであろうと思われるがこれだけでは判

断し難い。オホクワガタもこの地域にいたのかどうか

それ以後このあたりの記録を知らないだけにやや疑問

力喰る。メンガタヒメクワガタは学名並びに解説から

してスジクワガタの大型の＄ではないかと考えられる。

1907.大上宇一、播磨産甲虫類．昆虫世界,11(115）

：110-112．

大上氏が1901年から1903年迄に主として動物学雑誌

上に発表された播磨地方（揖保郡を中心とした）の甲

虫相は充分の文献が無かったことから再び1906,1907年

にわたってまとめて発表された一連の論文の一つであ

る。甲虫は全部で299種記録されLewis氏の日本甲虫目

録の番号も入っていて前回のものからすれば飛躍的に

充実した内容になっている。ただ現在の知見では相当

の訂正は必要であろう。クワガタムシ科は表記報文に

発表されている。

82．クワガタムシ， 83.ノコギリクワガ夕， 84． ヒラ

タクワガタ， 85． ヒメクワガタ， 86．スジクワガタ，

87． ツヤハダクワガタ， 88． ミヤマクワガタの7種が

記録されていて全部学名が入っているが現在の取扱で

は若干変る。和名だけで一応わかるがヒメクワガタは

恐らくコクワガタと混同していたと考えられ学名もM-

acrodorusmontivagusとなっているが真のヒメオオク

1934.関公一，大阪･神戸附近産の鍬形虫追記●
昆虫世界, 38(440) :131-132.

前報文の修正であり前回のヒメクワガタはコクワガ
タのことであるとされている｡ﾁビｸﾜガﾀはネブト

クワガタのことであると記してあるがチビクワガタは

御影あたりでは多くいるようである （芳賀,1975)．

今迄の報文以後所謂る甲虫目録形式のものにクワガ

毫鰯麓島灘皇臺蛎懸鰯懸｜
れなかった。そこで筆者は浅学をも省みず兵庫県産の｜

ｸﾜガﾀﾑｼのまとめ的なものを発表したのが次の報｜
文である。

Ⅲ高橋寿郎兵庫県のｸﾜ〃ﾑｼ兵庫生物' ’5(1) :38-46.

本報文において兵庫県産'3種のクワガタムシのその
時点での分布を中心に出来るだけ詳しく報告した。 1
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1969.Kurosawa,Y・ARevisionoftheGenus

PlatycerusGeoffroyinJapan(Coleoptera,Lucanid-

ae).Bull.Nat.Sci.Mu. 12(3):475～484,pl.1．
PC

従来ルリクワガタ1種がPlatycerus属より日本産で

は知られていたがもう1種（コルリクワガタ）に別け

ることの出来る種が存在していることがわかり、ここ

に新種として記載されると共に兵庫県下にも産するこ

とが報告されている。

ら県下には産しない。種名は“2つの隆起をもつ”の

意、前頭に2つの隆起がある◎

本州の分布は広く日本（本州､四国､九州､伊豆諸島)、

支那､台湾、トンキンが知られている。

県下でも割合いるようであるが山地帯での記録が今

の所ほとんど知られていない。サクラやクヌギ等の皮

下や洞穴に見出される。明石公園のような巨木のある

所には割合いるようで神戸の藍那も比較的多い。

産地：洲本市三熊山〔久松、 1973、登日、 1974〕､川

西市山下、笹部〔岡田、 1974〕 、笹部、見野､大和〔仲

田、 1978〕・宝塚市〔中野、 1955〕､神戸市裏山〔関、 19

34〕､御影町〔芳賀、 1975〕､藍那(3exs.,14-W-1978)、

押部谷木見(lex,､23-W-1980).明石市明石公園(1ex.,

15-W-1975, 1ex.,9-W-1978, 1ex.,15-I-1978),氷上

郡柏原町(1ex.,10-W-1949, 2exs.,2-m-1951,5exs.,

14-m-1956,'mTakahashi leg.),春日井黒井(1ex.,3-W

-1950,'ETakahashi leg.),豊岡市内〔高橋, 1975]・

クワガタムシ亜科 SubfamilyLucaninae

3．PlatycerusacuticollisY・Kurosawa,1969

コルリクワガタ

以上兵庫県産のクワガタムシ14種に就いての研究の

経緯でありこれら以後では個々の種の生態に就いての

報告とか部分的地域での記録などは割合あるが（拙著

"兵庫県産甲虫類に関する文献目録，改定版， 1981"を

見て預きたい)､全般的な研究報告は発表されていない。

驚義識窪薫鰯琴""〃
本種はLewis氏により宮の下（箱根)､中禅寺(日光)、

Oyayama(熊本の近く）産でもって記載された(Trans.

Ent.Soc.Lond. ,P.340,pl.14,f.5,1883).

全国的に見てそれ程個体数の多い種ではない。山地

'の倒木等の朽ちた樹皮下に見出される種でその形態に｜

就いては神谷氏が詳述され（昆虫、 4巻、 4号､P.227

～279,pl.m, 1930)､後西島氏もその生態を詳しく報
告されている （日本の甲虫、 3巻、 1号、P､11-16,pl.

11, 1939)｡種名は勿論‘‘アジアに産する”と云う意味

である。分布は日本特産で北海道、本州、四国、九州、

御蔵島、対馬が知られている。

県下では氷の山と扇の山しか産地が知られていなく、

分布のよくわからない種である。

産地：養父郡氷の山喚谷,1960〕撲方郡扇の山〔辻、

1963.,辻,岸田,1972].

従来ルリクワガタと称されていた種類には明瞭に区

別出来る2種類が含まれているとして1969年黒沢博士

によって新に命名された種が本種に当る (Bull.Nat.

Sci.Mus・vol.12,No.3:478-482,pl.1,fig･1).Paraty-

pesの中には氷の山､扇の山産の各19がふくまれてい

る。ルリクワガタとコルリクワガタは各地で混棲して

いるようで兵庫県下に於いても氷の山、扇の山で混棲

しているが音水ではコルリクワガタの記録は無く、ル

リクワガタのみを産する。産地は今迄の所県下で3ヶ

所しか知られていないが、 まだ他に産地はあると考え

られる。

産地：養父郡氷の山[Y.Kurosawa,1969].美方郡扇

の山[Y.Kurosawa,1969.,辻,1972.,辻,岸田,1972]

4．PlatycerusdelicatulusLewis,1883ルリクワガタ

本種はLewis氏によりOyayama,Odaigahara,Chiuz-

enjiにて6月、そしてOntakeにて8月に得られた259

3， 2O早早の標本で命名記載された(Trans.Ent.Soc.

London,P.338,t.14,fig.33,1883).この標本の中には

前種P・acuticollisがふくまれていて大英博物館に保管

されている標本を森本博士によって確められた燭毒力群

しく説明されている(黒沢､甲虫ニュース､恥7:3,1969)。

チビクワガタ亜科SubfamilyFigulinae

2．FigulusbinodulusWaterhouse,1873チビクワガタ

(Fig. 1 ，12).

， 本種はWaterhouse氏がS.Japan(G.Lewis氏の採集
品） として詳しい産地を明示せず記載された種である

(Ent.Monthl.Mag.m,p､277,1873).その後Lewis氏は

本種20頭を1881年5月Konos(九州)に於ける森林中の

古い丸太より得たと記録された(Trans.Ent.Soc.Lo-

nd,P.339,1883).

生態に就いての報告は見当らない。本属の日本産は

他にF・boninensisオガザワラチビクワガタとF・punct-

atusマメクワガタを産するがマメクワガタは残念なが

＊産地で〔 〕の中のものは記録からの引用, （ ）の

中のものは筆者採集、標本所有のもの。

I
－3－
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また本種の生活史に就いては下山健作氏の報文があ

る（昆虫学評論、 6巻、 2号：10-12、 pl.3,1952).市

川敏之氏は8月30日にルリクワガタ早の蝿を得たと、

さらに秋期朽木採集で若令幼虫（同年の6月頃に産卵

された卵から孵化したもの） と終令幼虫さらには成虫

が得られたことから成虫になるまで2～3年を要する

と考えられる興味深い記録をされている （月刊むし、

NO122,1981).

分布は日本特産種で北海道、本州、四国、九州であ

る。本種の県下に於ける産地は今の所3ヶ所だけであ

る。かなり見つけるのが困難なためと思われるが県下

でも他の産地があるものと考えている。

産地：宍粟郡音水[Y.Kurosawa,1969].養父郡氷

の山[T.0kutani,1955,高橋,1975].美方郡扇の山[Y.

Kurosawa,1969.,辻,岸田,1972]. (1982年になって本

州の中央部近く山梨､神奈川､静岡県からPlatyceruska-

wadaiFujitaetlchikawa,ホソツヤルリクワガタなる

新種が発表された。Elytra,vol､10,NO.1,pp､1-8,1982;

更に長崎県の島原半島からルリクワガタの1新亜種R

delicatulusunzendakensisFujitaet lchikawa力看己載さ

れた。 ’.c､,pp､9-10,1982,並びに“月刊むし"NQ137,

138,139-1982)。

5.Lucanus(s.str.)maculifemOratusMotschulsky,1861
(Fig.2,13) ミヤマクワガタ

本種は始めMotschulsky氏により印度原産のL.cant-

oriとして日本から記録された(Etud.Ent.,P.16,1860)

そしてその翌年Motschulsky氏はL.maculifemoratus

なる新種記載を日本からした(Etud.Ent.,p.9,1961)。
さらに1866年Motschulshy氏はこの両種共日本に産す

ると報告している(Bull.Soc.Nat.Mosc.p､39).

Lewis氏は1883年次のごとくこの両者に就いて論じ

ている。即ち"Motschulsky氏は1860年Goschkewitch

夫人がcantoriを日本にて採集した事を報じたが、 1861

年同一材料をもってcantoriには一言も触れずにmacu-

lifemoratusなる新種を発表した。アッサムが原産なる

cantoriは証拠不充分なる為、 日本のfaunaより除した”

と (Trans・Ent.Soc.Lond.,p.333).即ちMotschulsky

氏のmaculifemoratusとcantoriは同一種であり日本に産

するものはmaculifemorotusとして取扱はなければな

らないことになる。

この両者の日本から記載に用いられた標本を実際に

モスコー大学動物学博物館で検された中根博士はma-

culifemoratusのタイプは中形の＄で大臘の基部歯は薄

いが中央歯（第3歯）より僅かに長い。Cantoriのラベ

ルのあるものは同一種の小さい＄であると発表してお

られる (Bull.Nam.Sci.Mls.Tokyo,15(3) :421,1972)

Motschulsky氏の命名した1961年にSnellenvanVo-

llenhoven氏がL.sericansなる種を日本から記載してLP

る(TijdschI:VEnt.N,p.703).この記載種もmaculifr
emoramsと同一種であり、このことはVollenhoven氏自

身もそのように認めているようであるが(Tijdschr.v4

Ent.W,p.147,1865),このタイプ標本はオランダのL〒
eiden自然史博物館に保管されていて中根博士はそれを，

検し写真に撮影示されたがやはりミヤマクワガタの小

型の＄であることがはっきりした（北九州の昆虫、 26

巻､'1号,p.1,pl.1,1979)(この標本はシーボルトの採集
｜集品である)。

Parry氏が1862年に産地を東印度産でL・hopeiなる種

を記載した(Proc.Ent.Soc.Lond.,P､108,3).そして’

1864年に同じ材料によって産地東印度及マレー諸島を｜

掲げた(Trans・Ent.Soc・Lond.,p.9,t.4,f.2,1864),図

はミヤマクワガタと同じものである。

Parry氏はその報告の中でHopeiはsericans(DeHa-

nnM.S､)Voll.と同種(？）にしてMiszechと彼の採集

品にしてライデン博物館に早＄あり、産地はジャワで

S・vanVollenhoven氏によりsericans(1861)と書かれた｜

のは誤りで後者は多分L.maculifemoratusのﾉj形変種で｜
あろうとしている｡三輪博士はジｬﾜとジｬパﾝを当

時の状況から混同していたのではないかと云われたが

当然それは考えられることである （台湾博物館会々調

21巻、P､319,1931)．

その後Parry氏はhopei,sericansともmaculifemor-|
amsのシノニムであると報告している (Trans・Ent.S |

oc・Lond.,p.53,1870).Heyden氏は本種をｱﾑｰﾙよ
り報告し､北支那及日本に産すと付記し、同時にsef_|
icans,hopei共に同種なりと報告している (Deutsh.E-

nt.Zeitschr.,p､276,1884).Planet氏は1898年maculife

moratusの変種としてelegansをLeach氏が函館で採集

した1頭(1898)とNing-Poo(支那寧波？）で採集した

多いようである。尤もこれは所有標本によっての比較
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で従来記録されているものがどちらの型に属するかは

確めようがないのでその点では不充分であるが、大臘

の型での区別はそれ程はっきりとその分布がわけられ

ないので特に別けて取扱う必要は無いように思われる

(大阪地方に産するほとんどのものがf.nakaneiである。

日浦、 1978)｡従って産地に就いては型に関係なく記録

しておく。

兵庫県では普通種である。神戸市内あたりではノコ

ギリクワガタ、 コクワガタの方が多く本種はそれ等に

比して少い。本種の種名は“班紋のある腿節をもった”

と云う意味で腿節に横長の黄褐色紋を有する特徴を表

坤している。
|産地:洲本市先山〔堀田、 1973, 1976〕･川辺郡猪名

III町上阿古谷､木間生〔仲田､ 1978)､三草山(2鮒、

墨撫，睾菫I!l""@丁亨謹辮噛難i9
58、Tsukaguchileg,13， 16－Ⅵ-1959)◎宝塚市武田尾

(1旱、 25-W-1954)｡神戸市御影〔関､1933]､六甲山

(13， 15-W-1956)､摩耶山(1旱､21-W-1955)､布引

(13,20-Ⅵ-1952)､烏原(13，Ⅶ-1937,283,Ⅶ

~1939, 1＄､ 29-Ⅶ－1957， 13， 1早､ 22-Ⅶ-1969)、
山の街（2＄＄､4－Ⅶ-1954,433,1早､19-Ⅶ-1959)、

汰池(19,3-m-1940)､藍那(233，5-W-1959，

|13， 1早、 17-W-1978, l$、 l早､19-W-1978, 1$,

30-Ⅷ-1979)｡加西市畑(18,23-W-1974,1早､27-W-

1974)｡多可郡市原（13,24-Ⅸ-1972)｡神崎郡大河内町

川上(18,15-Ⅶ-1977)｡佐用郡上月|(13,27-Ⅵ-1960)。
宍粟郡音水(13， 1旱､20-W-1969)｡氷上郡〔山本、
1958〕･出石郡出石町有子山､三木〔高橋､1963〕､桐野

〔高橋、 1975〕・豊岡市福田〔高橋、 1975〕、養父郡氷ノ

山（393,1旱､27-Ⅶ-1956)｡美方郡扇ノ山〔辻､1963、

辻､岸田､1972]。

eusはMedvedev,S.I.の記載がある (FaunaSSSRj47

：44-45,1952)(この種はシベリアから北朝鮮に分布す

る)。

兵庫県下での記録は氷の山、扇の山のみであり、北

部の山地帯にのみしか分布していないようである。

産地：養父郡氷ノ山〔高橋、 1959〕･美方郡扇ノ山

〔辻、 1963. ,辻、岸田、 1972〕。

7.Prosopocoilus inclinatus (Motschulsky, 1857)

(Fig.3, 13) ノコギリクワガ夕

本種はMotschulsky氏によって下田産の標本でLu-

canus(Hexarthrius?)属で記載されたものである(Etud.

Ent. ,XL.,P､29,f､11,1857).このタイプ標本は中根猛

彦博士が1971年モスコー大学動物学博物館で検されて

いる。タイプ標本は＠であるが体の前部が無かったと

記しておられる （1972)。

Mtschulsky氏は1862,1865年にPsalidognathus属の

種として取扱っている(I°C.,P.55,1862,I.C. ,P.13,

1866)． 現在属名はHope及びWestwood氏がLucanus

cavifOrnsHopeetWestwood,1845をタイプとして創

設されたProsopocoilus属(Cat.Lucan.Coleop.,P､4,1845)

の種として扱われている。

本種は大臘の変化が割合あるので学名に就いても色

色混乱があったのではと思ったが意外と問題はないよ

うである。

Harold氏がVar.innexusとして記録したもの(Abh.

Naturw・VerBremen,IV,P.288,1875),Thomson氏が

Cladognathusmandibularisとしたもの(Ann・Soc.Ent.

Fr.n(4) :417,1862).更にLewis氏がCladognathus属

のものとして取扱ったもの(Trans.Ent.Soc.London,.

P.33,1883)いずれも本種のことである。

本種の幼虫ならびに生活史については断片的ではあ

るが、林（1956)､越智（1968)､西山（1971）の報文が

ある。クヌギ、ニレ、コナラ、ヤナギ等に来る。時に

落葉下にかくれているものもあり、灯火に来ることも

ある。県下には広く分布しているし個体数も多いよう

である。神戸市内あたりではミヤマクワガタより多い

ように思われる。

産地：津名郡志筑〔堀田、 1959, 1973]･洲本市先山

〔久松、 1973、堀田、 1973〕､安乎町〔堀田､1973,1976〕・

川辺郡猪名川町木間生、 日生タウン 〔仲田、 1978〕､三

草山（1早、 5－Ⅶ-1980)｡川西市笹部、見野、大和、

横地〔仲田、 1978〕･神戸市御影〔関、 1933､後藤､1940〕、

摩耶山〔増田、橋本、 1938〕､六甲山（13， 15－Ⅶ-19

56)､烏原(1$， 3-W-1933, 1$､25-W-1936, 19,

Ⅶ-1939、 2早早、Ⅶ-1955,19, 12-Ⅶ-1956, 1$、 6－

6.PrismognathusangularisWaterhouse, 1874
オニクワガタ

｜ 本種はWaterhouse氏によりG.Lewis氏の採集したl

i旱で新種記載された(Ent.MonthlyMag.,m:6,1874)。

黒沢博士によると産地はKawachiとしておられるが（

'1976)､原記載には産地は記してなくJapanとのみである。

北海道には多くいる種である。本州、四国、九州で

はやや山地性のようで、そうたくさんいる種ではなさ

そうである。九州には亜種morimotoiY.Kurosawa,19

75を産する。

本種はブナの朽木の中に生活するようで､その幼虫、

蝿に就いては林氏の報告がある （ニューエントモロジ

スト,9巻､％号､P.32-34,pl.1960)｡同じ属のP・subaen-

I
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また日本産の本属には小笠原諸島､母島にA.ogasaW-

arensisOkajimaetKobayashi,1975がいる。

域奎鰹等鯉鐺震繍雲卿鷲
の開発によって数が少くなっているようである。県下
の北部方面での産は余り知られていない。最近三木市

でも見つかっているし、佐用郡あたりにも産する記録

があるので少いながらも県の中央部から南側には広|く

分布しているように思われる｡ただしどちらにして|も
個体数の減少しつつある種のように思われる。

産地：洲本市先山〔堀田、1959,1973,1976〕･川辺郡

猪名川町上阿古谷､内馬場〔仲田､1978〕､川西市一の,鳥
居(23＄、 1旱、 22-Ⅵ-1952, 18, 12-Ⅵ-1952,
1＄、 17-Ⅵ-1953)〔岡田、 1974〕、笹部(3＄9， 1芋、

21-Ⅶ-1959、Tsukaguchi leg.)、笹部、見野、大和

芋生〔仲田､1978〕、三木市朝日丘〔高橋､1981〕、佐用郡

瑠璃寺〔奥谷〕、多紀郡篠山〔奥谷〕、氷上郡〔山本

騨髻豐石郵距，垂畳『毒木騨､蝋､豊岡市
福岡〔高橋〕、美方郡扇ノ山〔辻、岸田、 1972〕。

9.Macrodorcasrectus(Motschulsky, 1857)
(Figb5,14)． コクワガタ

本種はMotschulsky氏により日本から1857年131こ
よって新種として記載された(Etud・Ent.,6:28)．この

タイプ標本はモスコー大学動物学博物館に保管されて

いて、これを検された中根博士は中型の＄標本である

と記しておられる(1972)。

本種は形状及大小の差異が多様である関係から古手
から幾多の異名が知られている。即ち体色赤味がかる

ものにM・ rugipennisMotschulsky(Etud・Ent.'0:'61,

雪雲蝋篠懸感謝鯛蛎；
であると中根博士は検した結果をのべておられる｡(1972)も

それからSnellenvanVbllenhoven氏がDorcus ni」
ponensisとして記載した種は(TijdschrEnt.N,R113,

t.7,f3, 1861)、三輪博士が「大臘の中歯の上になお11

，
個の小歯の出でたる」としてformaniponensisの扱

された(1933)が実はこれはスジクワガタの大型の＄

あることが山本弘氏によって指適され(新昆虫､ 5巻､ 1
12号､R40, 1952)、スジクワガタのシノニムとして考
えられていたがVbllenhoven氏の記載の図からもさら｜
にそのタイプ標本をオランダのLeiden自然史博物館
で検された中根博士はrectusの小型の$であることを｜

写真で示された(北九州の昆虫、26巻、 1号､R1-2，

pl. 1,1979)。さらに長い間スジクワガタのシノニムと

考えられていたMotschulsky氏が1860年Dorcus bi-

Ⅸ-1964, 13,30-Ⅷ-1967, 1早、 11-W-1971, 33

3, 18-Ⅶ-1971, 13, 25-Ⅶ-1971, 2＄3， 1－Ⅷ－

1971， 18， 1旱、28-Ⅶ-1980)､山の街(18，Ⅶ－

1955， 288，27－Ⅶ-1957)、五社(1早、8－Ⅶ-1959)、

明石市明石公園(1早、 21-Ⅵ-1975, 1＄、 1旱、 15－

Ⅵ-1978, 13,1旱、13-Ⅵ-1979)、宍粟郡音水(13､20

-Ⅶ-1969)、氷上郡〔山本､1958〕､出石郡出石町川原､桐

郎〔高橋､1975〕、豊岡市福田〔高橋､1975〕、養父郡氷の

山(13,25-Ⅶ-1955, 239,27-Ⅶ-1956)､美方郡扇ノ

山〔辻、 1963.,辻、岸田、 1972〕。

8．AeguslaevicollissubnitidusWaterhouse,1873

(Fig.4,14) ネブトクワガタ

Aegus属は1819年MacLeay氏によって創設された

属で、模式種はAeguscheliferMacLeayである。同

属に含まれる種の多くは、東洋区、オーストラリア区

に広く分布し、 1部が旧北区に及んでいる。日本の本

州に分布しているこの種はAegus属の北限種である。

本種はWaterhouse氏によってG・Lewis氏が日本か

らもってきたいくらかの標本によって命名された(産地

の記入は無い。Ent.Monthl・Magb lX,R277,1873)。尚

記載には"formosaeに酷似すれど、点刻がより少く、

大臘は円筒形を呈し、基部の小歯は次第に細まらずして

急に鋭く突出する。雌においてはlaevicollisとはっき

りした区別点は見られない”と記している。三輪勇四郎

博士は支那原産のA・ laevicollisSaunders(1854)の

formaとして取扱われた(台湾博物学会々報､23巻､128

/129号､P.367-368,1933)。現在は亜種として取扱れ

ている。同時に三輪博士はformosaeもlaevicollisの

formaとされているがこちらは現在独立種と取扱れる

と共に八重山諸島にsubsp・ ishigakiensisNomura,

1960を産する。

1976年市川敏之､今西修両氏は沖縄本島、沖永良部

島、 トカラ列島、伊豆諸島から4新亜種を記録された

(Elytra,Vbl､3,MM:9-14)。これらの内トカラ列島、

悪石島から記録されたsubsp・abei及び伊豆､八丈島か

ら記録されたsubsp・ fujitaiは共にこの種のシノニムと

取扱れている。

沖縄本島に産するsubsp.nakaneは独立種として取

扱われ沖永良部島産のsubsp.tamanukiiがnakaneの

亜種となっている。

これらの標本は全く所有していないので良くわから

ないが図説されたものから見るとnakaneは確に可成

り違っていて独立種として考えられる。

本種には奄美大島に分布しているsubsp.taurulus

Didier.1928がいる。
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(Fig.6, 15)． スジクワガタ

本種はMotschulsky氏によりYezo産で新種記載さ

れたものである(Etud.Ent.,10:17, 1861)。 このタイ．

プ標本は中型の＄で上翅に弱い点刻条線を有すると中

根博士はのべておられる(1972)｡ Lewis氏はOya-

yamaandTanegashimaから記録された(Trans・Ent.

Soc.Lond.,P.333,338,1883)。

Motschulsky氏がM・cribellatusとして記載したもの

も(Etud.Ent.10:17,1861)小型の＄で上翅上に深い条

線を有するものである(中根、 1972)。

またWaterhouse氏がHakodateから記載したM・

opacusも本種のことである(Ent.MonthlyMag・Vl:

208, 1870)。三輪博士はEurytrachelus属で扱ってお

られる(1933)。

本種も県下に広く分布しているようであるが個体数

は必ずしも多くない。生活史なども全くわかっていな

い種である。

産地：洲本市先山〔堀田、 1959, 1973, 1976〕、安乎

町〔堀田、 1973〕、川辺郡猪名川町肝川〔仲田、 1978〕、

川西市一の鳥居(19，22-W-1952, 19,17-W-1953)、

見野、笹部、横地､芋生〔仲田､1978〕、神戸市裏山〔関、

1934〕、六甲山(1早、 29-Ⅷ-1951, 19, 10-Ⅶ-1955)、

藍那(13， 19－Ⅷ-1978、 2早早、 30-Ⅷ-1978)、加西

市畑(1早、 27-W-1974)、相生市三濃山(1旱、8-W-

1974)、宍粟郡坂の谷(23＄、 6早早、 22-Ⅶ-1979)、

氷上郡〔山本、 1958〕、出石郡伊東町小谷、出石町カジ

ヤ〔高橋、 1963]、豊岡市神武山、文教府、長谷〔高橋、

1975〕、養父郡氷の山（1旱、 25-m-1955， 18， 27-

Ⅶ-1958)、美方郡扇の山〔辻、 1963.,辻、岸田、1972〕。

nervisとして命名した種(Etud.Ent､9:16)がタイプを

検された中根博士によりrectusの旱であることを確認

発表されている(1972)。松村松年博士が日本千虫図解

(幸本種の小型のものをM.montivagusLewisヒメクワ

ガタ(1906)として掲載されたことからヒメクワガタな

る種が間違って報告された時期があった。真のヒメク

ワガタはNipponodorcus属のものである。尚三輪博士

はrectusをEurytrachelus属で取扱っておられる。

本種は県下では普通に産する種である。全国的にも

普通にいる種なのである力曠念ながら生活史などは全く

わかっていない(若干の飼育報告はある。越智､Natura

$tudy, 14巻、 5号、 1-5P. 1968)。
産地：洲本市先山〔久松、1973、堀田、1973, 1976〕、

安乎町〔堀田､1973〕､川辺郡猪名川町木間生､上阿古谷

I仲田、 1978〕、三草山(1＄、 2早早、 5－Ⅶ-1980)、

'l'l西市一の鳥居(19， 22-W-1952、 2早早､ 17-V-
1953)、見野、笹部、花折橋付近、横地、黒川、山原、

芋生、大和〔仲田、 1978〕、Hiogo[Heyden, 1879]､神戸

裏山〔関、 1943〕、御影〔関、 1933〕、二十渉(1字、 26－

Ⅵ-1955)、烏原（1字、8－Ⅶ-1973, 18, 3-Ⅷ-1974，

'13， 1早、 10-Ⅷ-1974, 1旱、 31-Ⅶ-1977, 1旱、

6-Ⅵ-1980, 1早、 12-Ⅵ-1980, 1旱、 14-Ⅵ-1980,1早、

14-W-1980, 1旱、 5-W-1980, 13, 11-m-1980，

'18， 12－Ⅷ-1980, 1旱、 18-Ⅷ-1980, 13, 26-Ⅷ-

1980, 1早、 5-K-1980, 13, 10-W-1981, 1早、

'11-Ⅵ-1981, 1旱、 16-Ⅵ-1981, 18, 17-Ⅵ-1981)、

|山の街(13， 30-V-1954, 1$、 1旱、 4-W-1954,

m旱、23-Ⅸ-1954, 13,29-Ⅶ-1957, 2＄3，19-W-

'1959)、大池(1早、22-m-1938)、藍那(1$、 3早早、
'19-Ⅵ-1978)､白川(13､22-Ⅱ-1979)､押部谷木見(1字、
20-Ⅶ-1980, 1旱、3-M-1980、 2早早、24-W-19帥)、 11.Nipponodorcusmontivagus(Lewis,1883)

(Fig.7,15). ヒメオオクワガタ

本種はLewis氏によりChiuzenji,Junsai,Nanae(後

の2つは北海道)産の標本でMacrodorcus属の種とし

て新種記載された(Trahs.Ent.SocLondon,P.337,

pl.mVj f､2,3, 1883)。

コクワガタの所でふれたように本種をコクワガタと

間違って同定取扱っていたことがあるので古い文献で

は両者が入り交っている報文がある。三輪博士が新種

として記載されたEurytrachelusezoensisも本種のこ

とである(Ins・Mats.,Vbl.2,M1:27,1927)。三輪博士

はDorcus属の種として取扱っておられる(1933)。

1960年野村鎮氏と黒沢良彦博士は共同でEurytrachelus

rubrofemoratusアカアジクワガタをタイプにNippo-

nodorcus属を創設された(T6h6Gakuho,M10:41)(前

胸背の側縁の後角の前で斜に切られ、やや変入する。

三木市美嚢川々原(13，28－Ⅷ-1978,1早、25-Ⅵ-1979,

1早、30-Ⅶ-1979)、加西市畑(1早、 13-Ⅸ-1975)、鳥

羽（1旱、 5-W-1975, 18, 8-V-1976)、神崎郡大河

内町川上(1早、 6－Ⅷ-1977)、飾磨郡家島〔上田、1981〕、

相生市三濃山(1旱、 6－Ⅶ-1973)、佐用郡大撫山(1早、

' 13-Ⅲ-1976)、宍粟郡音水(1旱、 20-Ⅶ-1959, 1旱、

11-Ⅷ-1978)、多紀郡篠山町〔鈴木、 1958〕、氷上郡〔山

本、 1958〕、出石郡出石町桐野､郡内〔高橋、 1975〕、城

'崎郡日高町西芝〔高橋､1975〕、豊岡市立野、全市内〔高

'橋、 1975〕、養父郡氷の山(2早早、 2－Ⅶ-1953、 3早早、

' 25-Ⅶ-1953, 1早、 12-Ⅶ-1955, 1早、 25-Ⅶ-1955、

1早、 27-Ⅶ-1957)、美方郡扇ノ山〔辻、 1963.,辻、岸

田、 1972〕。

10.MacrodorcasstriatipennisMotschulsky, 1861
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これも肢に赤味が無いと記しておられる。形態とも|合
せて共に三輪博士が1937年記載されたN・ yamadai

(Macrodorcus属で記載。Trans.Nat.Hist・Soc・Fo_
rmosa,Vbl､37,M166,P.166-168)のことであると|思

われる。それ以外台湾からの記録もない(尤もN.ya『､‐
adaiは野村氏の意見によるとN・ rubrofemoratusの

localraceではないかとのこと)。

千島列島(国後島)からは桑山博士の記録がある(南
千島昆虫誌、R338,1967)。

ピﾙﾏに産するHemisodorcusarrow!Boilea*
(1911,Trans・Ent.Soc・London,R44)、中国、朝鮮

に産するEurytrachellushaitschunusDidieretSeguy

(1952,Rev.Fr.Ent.Vbl.19,Nn4,R227, figb5)の2種
は本種のシノニムとして見なされているが、黒沢博士

によるとarrowiは本種の亜種と考えてもよいと述べて

おられる(1930)。共に標本がないのでなんとも云えな

い。

以上のようにかなり分布の広い種のようであり日本

の全般に分布していることになる種である。ヒメオオ

クワガタの所でのべたように1960年本種をタイプとし

て野村、黒沢両氏によりNipponodorcus属を創設され

た(T6h6Gakuho,10:41)。

兵庫県下では中央部から北に広く分布しているが南

部の海岸に近い地域にはほとんど見出されない。川西

市あたりでも個体数は大変少いようで県下における北

方種である。但し氷の山あたりには個体数極めて多哨。

生活史、生態に関する報文は全く見当らない種であ

る。

産地：川西市笹部、大和〔仲田、 1978〕、宍粟郡音水

(1＄、11-Ⅷ-1978)、出石郡出石町和屋〔高橋、 1963〕、 ｜

城崎郡城崎町森本〔高橋､ 1976〕、豊岡市中喰〔高橋､ ’
1976〕､養父郡坂の谷(1旱､22-W-1979,S.Miki leg.)、 ｜
氷の山(13， 27－Ⅶ-1954,3199,14旱旱､25-Ⅶ-1955､’

12側、 9早早､ 27-Ⅶ-1957)、美方郡浜坂町諸寄〔高
橋、 1976〕、扇の山〔辻、 1963”辻、岸田、 1972〕・ ’

13． Serrognathusplatymeluspilifer

(Fig.9,16). (Vbllenhoven, 1861)ヒラタクワガタ｜
本種はSnellenvanVbllenhoven氏によってSieboldl

氏が日本で採集した23＄で新種記載をされた(TUd-|

schr.,Ent.,ⅢP､112,t､6,f.4,1861)(Dorcus属とし’
て)。このタイプ標本はオランダのLeiden自然史博物｜

館にあり中根博士は2＄共写真にとられて示された｜
(1979)。原記載に描かれたのはその内の大きい方であ

ると。

Harold氏はLenz氏の採集した甲虫類の報告の中で

前脛節の2叉状の先端の上方からさらに1刺又は2刺

を出すが、まれに@だけ単に2叉状のものもあると云

う特徴でMacrodorcus,Dorcusと区別される)｡そして

この上メオオクワガタもこのNipponodorcus属の種に

取扱れた。

日本全土に産する種であるが個体数の大変少い種の

ようである。朝鮮からはHeydenの記録がある(Horae.

Soc・Ent.Ross., 1887)｡生活史とか生態に関する報文

の全く見られない種である。

本種は県下では扇ノ山、氷ノ山付近にのみ産するよ

うでその他の産は今の所知られていない（若干記録が

あるがどうも同定に問題があるように思われる。それ

と前に記していたようにコクワガタと間違えていた時

期もある)｡扇の山にては割合多くいた時期がある様だ

が現在も同様かどうかわからない。

産地：養父郡坂の谷〔1早、 22-W-1979,S.0gura

leg.]、氷の山[1芋、 12-W-1963,M.Ybshizakaleg.,

1旱、 5－Ⅷ-1965, 1旱、 19-Ⅶ-1971,K. 'Ibuji leg.)、

美方郡扇ノ山(1＄、 1旱、28-Ⅶ-1958,T. 'Ihkahashi

leg)[辻、 1963.,辻、岸田、 1972)。

12.Nipponodorcusrubrofemoratus(Vbllenhoven,1865)

(Figb8,15). アカアシクワガタ

本種はSiebold氏及びBurger氏が日本で採集

された23＄、 2早早標本によってSnellenvanVbll-

enhoven氏によって新種記載されたものである(Tij-

dschr.vbEnt､8:152,pl.2-f, 1,2,1865)(Eurytroche-

lus属として)。 このタイプ標本はオランダのLeiden

自然史博物館に保管されていて同博物館を訪ねられた中

根博士は写真に撮り紹介しておられる(1979)。また、

Motschulsky氏がMacrodorcasrectusとしてEtud.

Ent・ 10:16,1861に発表された平標本をモスコー大学

動物学博物館で検された中根博士はこの標本はrubr-

ofemoratusの早であったと報告しておられる(1972)。

Lewis氏は日本各地産をMacrodorcus属の種として

報告された(LakeofHakone,Chiuzenji,Kiushiuon

Oyayama・Trans.Ent・Soc・Lond.,R337,1883)。朝

鮮からは河野氏が記録された(Trans.Nat・Hist・Soc.

Fbrmosa,XW,M84,P.88,1926)､台湾からは三輪博士

力獺告(Ins・Mats.,vbl.n,M1,R29,1927)されたが

その後の報告(Trans.Nat・Hist.Soc・Formosa,Vbl.

23,恥128.129,Pb361,1933)で腿節赤色を呈せず、肢

全体黒色を呈せる種でいずれも早ばかりなので、種の

決定をなし得ずと記しておられる。加藤博士はEury-

trachelussp・タイワンアカアシクワガタとして原色で

図説された(原色日本昆虫図鑑、 8輯､pl.Ⅷf､2,1933)。

－8－
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本種は産地によって日本に産するものにも亜種が次

のようにある。対島、朝鮮、南満州に産するツシマヒ

ラタクワガタsubsp・castamcolorMotschulsky,奄美

諸島に産するアマミヒラタクワガタsUbsp・ elegans

(Boileau)、沖縄諸島に産するオキナワヒラタクワガタ

subsp.okinawanus(Kriesche)、与那国諸島subsp.

sakishimanus(Nomura)。

極東地方でのヒラタクワガタの分布は黒沢博士が詳

しく論じられている(1970)。それによると本種はイン

ドシナ半島の北部から支那大陸を北上し、一部は台湾

から琉球諸島にいたり一部は直接日本に侵入し、残り

は北支那から南満州、朝鮮にいたっている。

本州、四国、九州に分布している亜種piliferは琉球

諸島あたりにいる亜種とは割合異り支那産のplatyme-

lusに良く似ていると。そこでこのpiliferの日本に侵

入した経路は揚子江以南の山岳地方から直接九州に通

ずる地域で琉球を経てとか朝鮮を経た経路ではないの

ではないかと述べておられる。

本州では関東以西の西南日本には割合産するが関東

地方では稀少となり、東北地方の大部分には産しない

とのことで南方系種の様子が良くうかがえる。

兵庫県下でも広く分布し産するが個体数は特に多い

とも思われない。

若干の飼育の記録(越智、 1968)はあってもその生活

史、生態はほとんどわかっていない。

産地：洲本市安乎町〔堀田､1973〕､津名郡志筑〔堀田、

1959, 1973, 1976〕･川辺郡猪名川町上阿古谷〔仲田、

1978〕、三草山（1早、5-W-1980)、川西市一庫、山原、

見野､笹部､横地､大和〔仲田、1978〕、Hiogo[Heyden,

1879〕､神戸市御影〔関､1939〕、烏原(13，23－Ⅸ-1939,

19, 16-Ⅵ-1975, 1早、 2-m-1980)、山の街(13，

Ⅶ-1937, 1＄、23-Ⅸ-1954)、長田（13，6－Ⅶ-1938)、

飾磨郡家島〔上田 1981〕、氷上郡〔山本、 1958〕、出石

郡出石町三木〔高橋､1963〕､豊岡市愛宕山､志野〔高橋、

1975〕、美方郡扇の山〔辻、 1963.,辻、岸田、 1972〕。

本種をSaunder氏が茶の産地調査のため支那大陸を旅

行せるFortune氏の採集になる支那産の材料で記載さ

れたPlatyprosapusplatymelusをEurytracheluspla-

tymelusとして記録された(Lenz氏は神戸に1874～1880

年の間在留して神戸を中心に採集された商人であるか

ら撤arold氏の記録した種も神戸産であろうと考えられ

るdAbhandl.Nat・Ver・Bremen,N:287,1875)。

$aunders氏のPbplatymelusの記載は同時にDorc-

uslateralis,D・obscurus,D.marginalisを支那から記

載されたが総て同一種の個体変異と考えられるもので
初の頁に記載されたlateralisはD. lateralisDejean,最

1837(=SerrognathusbucephalusPerty, 1831)に先

臺|潅鰹嘉鰯灘震‘淫蹴瀧①
1ser．Ⅲ,P､50,t.3, f､7,1854)｡

E.platymelusはその後Heyden氏がHiogoから記録

し'ており(Deut.Ent.2eit.,XXm,P.838,1879)、Le-

wis氏は日本から記録された(Trans・Ent.Soc.Lond.，

P&333,1883)同時にMotschulsky氏が対島から記録し

"Serrognathuscastanicolor(Etud.Ent.,P.12,9,

1861)を本種と同一種に取扱れた(Motschulsky氏の記
載は新属、新種であり現在platymelusの亜種として扱

おれている。この新属Serrognathusが現在ヒラタク

塩屠纈星漁馴要職ｵから”
gれているEurytrachelustitanusBoiduval,1835の地

鷲満圭繍患糊鑿覧照;鞭･湯
亜種としてcastanicolorを日本産のpiliferの異名とさ
れた(Arch.Naturgesch,A,LXXXVI,1920,P.117)。

三輪勇四郎博士は、 日本、朝鮮、琉球、台湾、支那

インドシナ産をすべてE・platymelusに統一し亜種の取

扱もしていない(Trans.Nat.Hist. Soc.Formosa,

xxm,1933,P.356,t.2,f､1-11)。

1960年Benesh,B氏はconsentaneus,platymelusを

titanusの亜種とし、 castanicolor,piliferをplatymelus

の異名としておられる(WJunkColeop.Cat・Suppl.

Pars.8,P､86-88)(Serrongnathus属)｡

i野村鎮氏はDorcus(Serrognathus)titanusの亜種に

扱われた(TOh6Gakuho,10,P.42,1960)｡

|黒沢博士は雄交尾器力嗅なるので､ インドからスマ
トラ、ボルネオなどにかけて分布するtitanusBoisd-

Uval,1835とは異なり従来用いられていたplatymelus

E・ Saunders,1854が種名になるとされ現在この取扱

;が用いられている(国立科学博物館專報、第3号、P、

292, 1970)｡

14.Dorcushopei(E・Saunders,1854)オオクワガタ

(FiglO,16).

本種はSaunders氏が支那の茶の産地からPlatypr-

osapus属で記載されたものである(Trans・Ent.Soc.

Lond., 111,P､58,1854)。

日本からはHarold氏がDorcushopeiとして記録さ

れた(Abhandl・Naturw.ver.Bremen,W,R2871187印。

Lewis氏も同じ学名でKobe,Kyoto,Sendaiを産地に

記録された(Trans.Ent・Soc.London,P.338,1883)。

三輪博士もこの学名で日本に広く産すれども個体数

’
’
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Fig.8.Nipmndrcusrubrofemoratus(Vollerdloven,1M5)
アカアシクワガタ養父郡氷の山産 1822-W-1957

体長34m、 1¥25-W-1955体長31m

Fig.7.Nipmymdorcusmontivagls(Lewis,
1883)、 ヒメオオクワガタ美方郡扇の

山産1928-W-1958、 体長34m

FW6,Macr㎡orcasstriatipermisMotsch'dsb
1861 スジクワガタ養父郡坂ノ谷産

1322-W-1979、体長21m

Fig. 10,Dorcushopei (E.Sau'ders,1854)オオクワガタ
川西市笹部産 187-K1961、体長54m

Fig.9.Serrog,athusplatymeluspilifer(Volle,i,oven,1%l) ヒラタクワガタ

神戸市鳥原産 lO 11-W-1975体長46m(左）
111西市笹部産 l88-11-1962体長37m(右）
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Fig.11． マダラクワガタ

ゴルリクワガタ

ルリクワガ､夕

の記録地点

Fig.12． チビクワガタ

オニクワガタ

の記録地点
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Fig.13． ミヤマクワガタ （●）

ノコギリクワガタ （○）

の記録地点

Fig.14. ネブトクワガタ （●）

コクワガタ （○）

の記録地点

＊i● ノや●1○

｡’里

の
●

Fig.16． ヒラタクワガタ （●）

オオクワガタ （○）

の記録地点

Fig.15． スジクワガタ （●）

上メオオクワガタ （○）

アカアシクワガタ （×）

の記録地点
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